


地
区
連
秋
の
レ
ク

阿
寒
町
の
赤
い
ベ
レ
ー
で

紅
葉
の
二
日
を
ユ
ッ
ク
リ
温
泉
に
入

り
な
が
ら
、
食
事
を
と
り
、
ま
た
、
患

者
さ
ん
同
志
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、

難
病
連
『
釧
路
支
部
（
地
区
連
）
の

『
秋
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
』
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
実
施
日
十
月
二
十
二
日
（
日
）

◆
行
き
先
阿
寒
自
然
休
養
村

（
赤
い
ベ
レ
ー
）

◆
参
加
費
一
人
・
二
一
〇
〇
円

◆
入
浴
料
・
交
通
費
・
飲
物
は
、
地
区

連
負
担
と
す
る
。

◆
交
通
機
関

釧
路
市
福
祉
バ
ス
を
利
用

◆
バ
ス
の
運
行
経
路
及
び
時
局

▲
往
＊
川
北

身路

障
セ
ン
タ
ー
・
九
：
三
〇

＊
東
急
イ
ン
裏
口
・
’

＊
釧
路
郵
便
局
前
・
・

＊
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

バ
ス
停
・

＊
鳥
取
神
社
前
・
・
’

＊
赤
い
ベ
レ
ー
到
着
・

▲
返赤
い
帰
り
運
行

しはべ路

九九
一
泰畢

・

一一
一
五

四

〇

九

四
五

九

五
〇

十

五
○

レ
ー
・
’
・
三
時
出
発

往
路
の
逆
回
り
で
バ
ス
を

ま
す
。

◆
参
加
申
込

参
加
希
望
者
は
、

＊＊＊＊

電バ参氏

話ス加

番の人名

号乗数

車
場
所
な
ど
を
、

十
口
月
十
ｒ
丑
口
口
ま
で
に
、

各
部
会
の
役
員
（
別
記
・
役
員
名
簿
）

に
申
込
み
下
さ
い
。

部
会
別
の
該
当
役
員
が
い
な
い
場
合

｜
゛．｜

は
、
「
難
病
連
・
釧
路
支
部
事
務
局
」

に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

事
務
局
電
話

０
１
５
４
７
・
２
・
２
２
４
６

◆
そ
の
他

・
参
加
費
は
食
事
相
当
額
で
す
。

・
子
供
で
食
事
を
必
要
と
す
る
場
合

の
参
加
費
も
同
額
と
し
ま
す
。

湊|

－１

J蜀

(乙)

i変

:受！

渡
部
事
務
局
長
の
辞
任
に
よ
り
、
難

病
連
・
釧
路
支
部
の
事
務
局
を
当
面
の

間
、
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
。

留
守
番
電
話
機
能
が
つ
い
て
い
ま
す
。

用
件
は
随
時
電
話
し
て
お
い
て
下
さ



●

部
会
と
難
病
連
の
関
係

F
難
病
連
)
と
『
患
者
さ
ん
b
J
　
そ

し
て
r
各
病
気
別
の
患
者
会
b
　
(
部
会
)

の
関
係
は
非
常
に
複
雑
で
す
｡
患
者
さ

ん
方
に
充
分
理
解
さ
れ
て
い
な
い
部
分

も
あ
る
の
で
､
概
略
を
記
載
し
ま
す
｡

●
叔
W
 
A
T
{

現
在
､
『
北
海
道
難
病
連
b
に
加
入

し
て
い
る
『
病
気
別
の
患
者
会
b
　
(
部

会
)
は
､
『
二
十
五
の
団
体
b
が
加
入

し
て
い
ま
す
｡

運
内
各
地
の
患
者
さ
ん
は
'
最
初
に

こ
の
『
各
病
気
別
の
患
者
会
』
　
(
部
会
)

に
入
会
す
る
事
に
な
り
ま
す
｡

該
当
す
る
病
気
別
の
患
者
会
が
な
い

場
合
は
､
q
あ
す
な
ろ
会
b
　
(
個
人
参

加
無
病
患
者
の
会
)
に
加
入
で
き
ま
す
｡

地
方
に
F
部
会
別
の
地
区
難
戦
)
が

あ
る
部
会
も
あ
り
､
そ
の
場
合
に
は
､

そ
の
う
地
区
組
織
』
に
も
加
入
で
き
ま

す
｡

T
病
気
別
の
患
者
会
』
に
加
入
し
た

場
合
に
は
､
部
会
別
に
よ
る
F
会
費
』

を
払
う
革
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

各
部
会
の
運
営
は
t
 
r
患
者
さ
ん
の

会
費
』
と
F
北
海
道
難
病
連
の
部
会
運

営
安
ら
な
ど
に
よ
り
､
部
会
個
々
に
運

営
し
て
い
ま
す
｡

●

難

病

連

の

支

部

7
万
t
 
F
北
海
連
赴
柄
連
b
の
『
支

部
』
　
(
地
区
組
織
)
は
､
道
内
各
地
に

準
備
会
も
含
め
F
十
八
の
支
部
組
織
』

が
あ
り
ま
す
｡

遭
東
の
納
税
地
方
に
は
､
阿
寒
'
標

茶
･
弟
子
屈
､
厚
岸
･
浜
中
､
根
室
､

奥
根
室
､
そ
し
て
研
路
の
『
六
支
部
の

組
織
』
が
あ
り
'
全
体
で
F
遵
東
六
支

部
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
｡

当
釧
路
支
部
の
範
閏
は
､
現
在
の
と

こ
ろ
鯛
蕗
市
､
釧
路
町
､
祐
居
村
､
白

熊
町
､
音
別
町
の
一
市
三
町
一
村
と
し

て
い
ま
す
｡

こ
の
外
の
町
村
に
･
も
､
そ
れ
ぞ
れ
支

部
組
織
が
祐
成
さ
れ
て
い
ま
す
｡

姓
柄
連
の
『
支
部
)
　
(
地
区
粗
轍
)

に
加
入
す
る
に
は
､
前
記
の
r
各
病
気

●
別
の
患
者
会
』
　
(
部
会
)
に
加
入
す
る

事
に
よ
っ
て
F
支
部
b
に
入
会
す
る
事

が
で
き
ま
す
.

『
支
部
)
　
(
地
区
組
織
)
で
は
'
通

常
の
r
会
費
類
A
は
T
切
も
ら
っ
て
い

ま
せ
ん
｡

患
者
さ
ん
の
中
で
､
部
会
で
徴
収
し

て
い
る
会
費
の
事
を
､
難
病
連
の
会
費

で
は
な
い
か
と
勘
違
い
し
て
い
る
方
も

お
り
ま
す
が
､
難
病
連
と
し
て
は
一
般

的
な
q
会
費
は
敬
収
し
て
い
ま
せ
ん
b
｡

ど
う
か
､
御
理
解
下
さ
い
｡

●
協
力
A
T
<
員
制
度

『
北
海
道
難
癖
連
b
の
運
営
は
､

★
弓
道
･
市
町
村
の
補
助
金
b

★
　
『
碁
金
･
寄
付
b

★
『
維
持
会
費
A

★
　
『
協
力
会
賛
.
a

な
ど
の
収
入
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
｡

◆
維
持
A
茶
費
◆

各
部
会
と
北
海
道
無
柄
連
と
の
間
で

は
､
北
海
道
難
病
連
か
ら
各
部
会
に

r
部
会
運
官
費
]
が
支
払
わ
れ
て
い
ま

す
｡



○会　費

個人会員　年間1口　　2, 000円

法人会員　年間1口10,000円

()会費のお払い込み

銀行､又は郵便振替口座をご利用下さい｡

手数料は無料となります｡

郵便堀香tl座　小樽8　-19713

北海道銀行　宙-粂支店　　(普) 484301

北海道拓殖銀行　札幌西支店(普) 544184

財団法人　北海道難病連

〒Ofi4　札幌市中央区南4粂所1 0丁目

北海避難柄センター内

電話　0111512-3233

FA XOl1-512-4807

-3-

ま
た
反
対
に
､
各
部
会
か
ら
北
海
道

知
柄
連
に
は
F
維
持
会
費
)
が
各
部
会

か
ら
上
納
金
の
よ
う
に
支
払
わ
れ
て
い

ま
す
｡こ
の
よ
う
に
金
銭
の
や
り
取
り
が
複

雑
な
の
は
'
『
道
の
補
助
金
』
を
配
分

す
る
た
め
と
､
ま
た
F
北
海
道
難
病
連

の
事
業
費
』
を
確
保
す
る
事
に
あ
り
ま

す
｡◆

協
力
A
石
費
◆

『
協
力
会
費
』
と
は
､
北
海
避
妊
病

連
の
収
入
に
も
限
界
が
あ
り
､
患
者
さ

ん
や
各
階
各
層
の
方
々
に
､
年
間
1
口

二
一
千
円
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
i
i
(
,

す
っ
　
こ
の
会
員
の
こ
と
を
『
協
力
会
会

員
』
と
い
い
､
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

会
費
の
事
を
『
協
力
会
費
b
と
い
い
ま

す∪

こ
の
『
協
力
会
費
』
は
､
F
北
海
道

耗
病
連
』
に
入
金
さ
れ
､
『
北
海
道
無

病
連
b
と
『
各
部
会
b
･
『
難
病
連
･

地
区
観
戦
』
に
J
　
そ
の
入
会
方
法
に
よ

る
F
配
分
率
で
適
元
A
さ
れ
る
事
に
な

っ
て
い
ま
す
｡

こ
の
r
協
力
金
字
J
が
q
難
清
連
･

地
区
親
織
b
に
遭
元
さ
れ
る
関
係
で
'

患
者
さ
ん
が
会
費

を
難
病
連
･
地
区

租
錆
に
払
っ
て
い

る
と
誤
解
さ
れ
て

い
る
方
も
い
る
と

思
い
ま
す
や

こ
れ
ら
の
内
容

を
充
分
御
理
解
願

い
ま
し
て
､
今
後

の
　
『
難
病
連
･
地

区
組
織
清
新
』
に

御
協
力
を
宜
し
ノ
＼

お
願
い
し
ま
す
｡



【釧路支部 役員名簿

慢職名

�氏名

�所属部会

�住所

�TEL

�●

支部長

�上田弘

�道腎協

幹事

�小栗恒穂

�肝炎友の会

I)

�石井彰

�バージャー病

j7

�諸橋国明

�オストミー協会

≫

�田名部章子

�小鳩会

≫

�石井春恵

�リウマチ

/j

�遠藤源司

�ベーチェト病

H

�岡島春子

�てんかん

会計監査

�上堀稔

�肝炎友の会

運営委員

�鈴木裕子

�膠原病

/;

�簑谷安子

�リウマチ

ﾉj

�川村文夫

�パーキンソン

ゐ1

�五十嵐信子

�あすなろ

/j

�橋本秀子

�筋無力症

11

�竹内昇

�道腎協

//

�忠村敏

�道腎協釧路支部事務局専用電話

（上田支部長宅）

留守番電話機能となっています。用件をいつでも”どうぞ”

北海道難病連の

主な活動

●重病愚=S・叢族の生活実態調査

●酋躬白歯の刊行

●難柄集団無料核IS・出張相談会の実織

●難病棺談竃の常設

●合冊レクリェーシミlン

●患者・叢族団体の双成、援助

●ポランテｆアの派遣

●地雄組織の育成

●北海道・市町村・および朧会への陳情・躊鮭活動

●機聞乾rなんれん』の発行

●医庫講演会の裏施

●役員研修会

●全国の糸者団体との交波

●各種行敢機関との連携

●毒病センターの建設運助、専門病院・研究所の建設運駄
●在宅患者と医療の会(研究会)の主催ど研究幄告蜜の刊行●福祉後難の普及・開発事集

●啓●宣伝活動・ポスターの配布 ●責會活勣

－４－



●

●

☆国と道は､原因の究明と治療法の確立を急いで下さい〝

☆全ての難病の治療を公費負担にして下さい〝

☆介菩手当の支給と通院交通費､付添費の補助を/I

☆患者､障害児者の教育の選択権を親と子に〝

☆医療過誤､薬害を無くし被害者救済を〝

☆北海道の総合的な難病対策の確立を一日も早く.〟

☆広く道民と手を結び明るい福祉社会を実現させよう.〟

珍
】打田法人　　　　北海並

難病達

HSK　なんれん　蝕年号
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